
覚書

使用者 �甲� �

提供者 �乙� � 東京大学大規模集積システム設計教育研究センター

乙が提供する ���製品の取り扱いに関して，甲乙とも下記条項に合意の上本契約を締結するものとす

る．
第 �条 � 乙は，甲に対し乙が提供する ���製品の使用を許諾し，その対価は以下の条件と伴に無償貸与と

する．

�� 本契約により，甲はソフトウェアの使用権のみを得るものとする．

�� 甲は，ソフトウェアを研究および教育目的のみに使用し，いかなる場合も営利目的に使用し

てはならない．

	� 甲は，乙の提供するソフトウェアを使用して作成した成果物を営利目的に使用する場合，必

ず乙の承認を得ると伴に関係 ���ベンダと協議し，使用の可否に関しては乙及び関係 ���

ベンダからの指示に従うものとする．


� 上記 	�に定めた事項については，本契約の終了または解除後も継続するものとする．

�� 甲は，乙の提供するソフトウェアを使用することにより発生した障害や，ソフトウェアの不
正利用による ���ベンダからの苦情に対して一切の責任を負うものとする．

第 �条 � 契約期間は，平成 ��年 
月 �日から平成 ��年 	月 	�日までとする．

第 	条 � 甲が本契約の条項に違反したときは，乙はその履行を書面で催告するものとし，履行されないとき

はソフトウェアの使用権を解除できるものとする．

第 
条 � 甲は乙からのライセンス貸与に対し以下の責務を負うものとする．

�� 甲は乙のライセンスを使用し学会等にて成果発表を行う際，甲は必ずその発表論文に本書指
定の書式により謝辞を記載する．

�� 甲は乙のライセンスを使用し達成した研究の成果を一年毎に乙に報告するものとする．

第 �条 � 甲または乙が正当な理由によりこの契約を解除しようとするときは，解除しようとする日の �ヶ月
前までに文書をもって通知するものとする．

第 �条 � 甲・乙は，この契約により知り得た甲・乙の業務上の秘密または情報その他の権利 �法的利益を含
む．�を第三者に漏洩し，または譲渡し，もしくは他の目的に利用してはならない．

第 条 � 第 �条に定めた事項については，本契約の終了または解除後も継続するものとする．

第 �条 � この契約に定めのない事項について，これを定める必要がある場合は，甲・乙協議の上これを定め

るものとする．

本契約の締結の証として本書 �通を作成し，甲は署名の上，乙宛に一通を送付するものとする．

甲 �

乙 � 東京大学大規模集積システム設計教育研究センター

センター長 浅田 邦博



センターからのお願い

本センターは教育界のみなさまのご支援や文部科学省をはじめとする関係各位のご理解で発足し，半導
体関係業界のご協力で運営を開始することができました．今後ともこの活動をもり立てていくために，み
なさまの協力を得て広く内外に宣伝していきたいと考えています．

つきましては本センターの提供する ���製品を使用して行った研究の成果を論文誌・学会などで発表
される際には，末尾あるいは脚注等の適当な箇所に

���������社製品使用の場合�

「本研究は東京大学大規模集積システム設計教育研究センターを通しケイデンス株式会社の協力で行われ

たものである．」
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「本研究は東京大学大規模集積システム設計教育研究センターを通しシノプシス株式会社の協力で行われ

たものである．」
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	�1�� ��社製品使用の場合
「本研究は東京大学大規模集積システム設計教育研究センターを通しメンターグラフィクス株式会社の協

力で行われたものである．」
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�1�'3�社製品使用の場合

「本研究は東京大学大規模集積システム設計教育研究センターを通しマグマデザイン株式会社の協力で行
われたものである．」
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「本研究は東京大学大規模集積システム設計教育研究センターを通しセロクシカ株式会社の協力で行われ
たものである．」
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とご記載下さいますようお願い致します．

また，年度末に，#���年報の研究成果報告として，簡単な発表論文リストの提出を依頼することに
なっておりますので，ご協力をお願い致します．


